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▼研究の概要（背景・目標）

＜背景＞ 広域での観光復興を目指す三陸に

おいて、地域観光経営の牽引役としてDMOに期

待が寄せられている。

＜目標＞ 被災地である三陸の地域特性を踏ま

え、DMOにおける情報の戦略的利活用の方向

性について明らかにする。

▼研究の成果（結論・考察）

三陸地域のDMOにおける情報の戦略的利活用の

方向性について提言を試みた。

1.広域マーケティングデータ基盤を確立する。

2 新たな観光資源を融合した広域観光周遊に対

する情報支援機能のワンストップ化を図る。

3.二次交通情報等をオープンデータ化する。

4.デジタル化に対応できる観光マーケティング人

材の育成を強化する。

▼研究の内容（方法・経過）

1. 先進地域の事例調査を踏まえてDMOにおける

情報/ICTの役割を整理した。

2. 復興過程にある三陸地域特有の情報利活用の

現状について把握した。

3. DMO関係者を交えた研究会を3回開催し、情

報の戦略的利活用の在り方を検討した。

4. 設立途上にある県内DMOの縦横の連携に関

する調査・分析を継続的に行っている。

▼おわりに（まとめ・今後の展開）

1.本研究では、DMOにおける情報・ICTの役割を整理し、復興途上にある三陸観光の地域特性も踏まえたうえで、DMO

における戦略的利活用の方向性について提言を試みた。

2. DMO形成はまさに始まったばかりであり、今回の研究だけでは当初の研究課題に対して十分な結論を得るに至って

いない。

3.特にDMO間連携における情報的な課題ついては、引き続き調査・分析を進める予定である。

日本版DMOの役割

研究会の開催状況

日時 内容 参加者

第1回

2016.8.5

日本版ＤＭＯの基本概念、三陸観光復興の現状と課題に

ついて理解。

12名

第2回

2017.3.2

先進地域や三陸の事例調査を踏まえて、ビッグデータ、デ

ジタルアーカイブ、ＳＮＳ活用や人材育成の在り方につい

て広く意見交換。

24名

第3回

2017.7.21

地域特性も踏まえた情報の戦略的利活用の在り方につい

考察し、これまでの取り組みを総括。

11名

～三陸観光復興における情報の戦略的利活用に向けて～
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